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日吉の切通し
　松江市八雲町日吉にある意宇川の切通し。江戸時代中期、地元の豪農周藤弥兵衛が私財をなげうって、40数年間にわたり、槌と鑿だけで切り
開いたといわれます。この切通ができたおかげで、日吉の地は意宇川の氾濫に悩まされることがなくなりました。



島根県情報産業協会の皆様には、平素より島根県の情報産業振興施策に格別のご理解とご

協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

本県のIT産業は、皆様のご尽力により雇用人数、売上額ともに着実な増加傾向にあり、地

域経済を牽引する集積産業として更なる発展が期待されています。また、島根の課題である

人口減少に打ち勝つための雇用の場として、重要な役割も担っています。

県では「島根創生計画」にIT産業の振興を重点取組分野と位置づけ、付加価値の高い業務

の受注や新サービス・製品の開発などを支援することで、若者がより魅力を感じる「収益性

の高い業態」への転換に向けた取組を後押しして参ります。

具体的な新たな取組として、AI・ビッグデータの活用など、市場規模の急速な成長が見込

まれる分野において高付加価値なサービス・製品を開発し、展開しようとする事業に対して、

しまねソフト研究開発センターによる経費助成と研究員等による伴走型支援を実施します。

また、県内IT企業の若手社員や、県内IT企業への就職が期待できる学生を対象に、ビジネ

スとIT両方のスキル習得を目指す連続講座を開催し、県内IT産業を牽引する若手人材の育

成を支援いたします。

人材確保では、従来から取り組む県内新卒者や、UIターンによる即戦力人材の採用に加

え、新たに県外学生の採用支援として、島根県出身の県外進学生を対象に、県内IT企業のエ

ンジニアと共同で行うチーム開発や、交流機会の提供を行い、県内IT企業への就職を後押し

して参ります。

昨今の新型コロナウイルス感染症の影響により経済状況が厳しさを増す一方で、テレワー

クの広がりを始めとする働き方の見直しなど、今後の社会においてテクノロジーの果たす役

割は益々重要になります。逆境の状況下ではございますが、皆様におかれましては、デジタ

ルトランスフォーメーションの推進など更なる成長に向けた取組に着手いただきますこと

を期待しております。

今後も皆様と連携して本県のIT産業振興に取り組むことで、県内に活力ある産業と魅力

ある雇用を創出し、県内経済の発展と県民のより豊かな暮らしの実現に貢献して参りますの

で、引き続き皆様のご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

活力ある産業と
魅力ある雇用の創出に向けて

島根県商工労働部長　　太田　史朗
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令和 2年度定期総会を 6月17日（水）松江市サンラポーむらくもで開催し
ました。今年度の総会は、新型コロナウイルス感染防止の観点から、役員を中
心に少人数が集まる一方、その他の議決権者は予め配布した議案に基づいて
書面で意思表示をしてもらうという初めての方法で行いました。協会定款に、
書面で議決権を行使したものは出席したとみなすという定めを根拠としたも
のでした。
総会では、まず議長を決め、その議長のもとで議事録署名を決めなければ
なりませんが、この点については、総会に先立つ理事会で、議長には吉岡宏

氏、議事録署名人には、井上浩氏と佐藤寿行氏を推薦するとの申し合わせがされました。これに基づ
き、議決権者に議長選任と議事録署名人選任案件を書面ではかり、全員から賛成の意思表示を頂きま
した。これにより、吉岡宏氏が総会議長に、井上浩氏と佐藤寿行氏が議事録署名人に就任することに
なりました。
なお、総会開催時の議決権を有する正会員数は64名でした。このうち書
面で議決権を行使したものが51名、オンラインを含む会場に出向いたもの
12名で計63名が出席となりました。
総会では、令和元年度の事業報告及び決算案が審議され、出席者全員の賛
成で承認されました。
また、総会終了をもって、竹内守監事が辞任されたことが報告されました。
なお、例年、総会の後、会員交流行事として交流懇親会を開催し、行政、
産業界等から多くの方々の参加があり、和やかに開催してきましたが、今年
度は、感染症予防のため残念ながら中止としました。

中国をはじめ世界的に景気後退局面が指摘さ
れ、我が国景気が転換局面に入ったと指摘される
なかであったが、島根県IT業界は、引き続き活
況を維持してきた。技術力向上による企業競争力
の一層の強化が求められるとともに、有能な技術
者確保が引き続き課題となっている。
こうしたなか、一般社団法人島根県情報産業協
会では、「情報関連技術の開発及び利用の促進、
情報化の基盤整備等を通じて情報産業の振興を
図り、もって本県経済、社会の発展に寄与する」
という協会の目的に即し、会員相互の親睦交流と
情報の交換、会員社の技術力向上のための人材育
成研修を活動の柱として取り組んだ。
また、国・島根県・松江市等の行政機関との連
携はもとより、島根大学・松江高専をはじめとす
る教育機関との連携を一層強化し、将来のIT業
界を支える技術者育成に取り組んだ。出雲商業・
松江商業高校における会員社所属の技術者を講
師とする実践的なIT教育を引き続き行った。
松江高専生に対する本県IT企業ガイダンスを

協会主催・県共催の形で引き続き取り組んだ。
高校生に対するIT業界のプレゼンスを高め、
将来の本県IT産業人材の養成に資する目的で創
設した高校生のITクラブ活動に対する助成は、
県内全高校に周知するなかで、4校から申請が
あった。協会内に設置した審査委員会で、技術
性、地域性等の観点から審査を行い、令和元年度
助成は、出雲工業高校、出雲高校、隠岐高校の 3
校に決定した。
協会が独自に行っているソフト系IT企業実態
調査については、会員企業以外の企業の協力も
得て実施した。IT従事者が 6％85名増加の1526
人、売上高が 6％1365百万円増加の244億円余と
なり調査開始来の最高値を更新した。平成27年度
から実施している技術人材不足調査については、
不足数は減少したものの、依然として調査対象の
8割の会社が技術者不足としている。人材不足の
状況については、各社の協力のもと、5月には取
りまとめることができた。
順調に伸長する本県IT企業の動向を島根県知

令和2年度 通常総会の開催

【令和2年度事業報告】
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事への報告を皮切りに、松江・出雲・浜田・益
田・江津・安来・大田・雲南の県内全市長に説明
し、あわせて、IT産業振興施策の一層の充実を
求める活動を行った。また、教育界でIT業界の

理解を促進するため、島根県教育委員会新田教育
長及び島根県立大学清原学長に現況説明と人材
育成に係る要請を初めて行った。

1　会員の相互交流・情報交換
会員の相互交流については、総会、しまね情報化月間行事、新年会開催にあわせ交流会を 3回実
施し、216名の参加があった。
また、各交流会に先立って講演会を開催した。地域情報化講演会では、中国総合通信局福田克己
情報通信部長により「Society5.0時代の地方」と題した講演を行った。また新年交流講演会では、
森戸裕一総務省地域情報化アドバイザーにより「デジタルトランスフォーメーションで一変する産
業構造とビジネス環境」と題した講演を行った。
会員交流のための親睦ゴルフコンペについては 2回実施し、59名の参加があった。
2　人材育成研修

I T企業の技術者の技術力向上を図るため、県の助成を得て、19講座（計画21講座）を開催し、
130名の参加があった。令和元年度においては、参加者が少ないためやむをえず中止をした講座は
2講座となった。持続可能な講座開催を可能とするため、積み立てている基金については、令和元
年度末現在で、前年度末同額の4260千円である。

3　協会運営
令和元年度の会員数については、新規加入 2社、退会 1社であり、令和 2年 3月31日現在で前年
度末同数の正会員数62社、賛助会員16社である。
令和元年度においては、定款に定める理事会を 6回開催した。
協会活動の状況を広く伝えるため、会報編集委員会により会報誌「しまね情産協」を 2回、会員
のほか、行政機関、教育機関、他県協会等に配布した。

貸借対照表
単位：千円

項　目 当年度 前年度 増減

資
産
の
部

流動資産

現預金 870 434 436

未収入金 100 ▲ 100

前払金 61 11 50

流動資産　計 931 545 386

固定資産

基本財産 0 0 0

特定資産 4,360 4,360 0

固定資産　計 4,360 4,360 0

資産合計 5,291 4,905 386

負
債
の
部

流動負債

未払費用 186 13 173

預り金 16 11 5

流動負債　計 202 24 178

固定負債 固定負債 0 0 0

負債　計 202 24 178

正
味
財
産

指定正味財産合計 0 0 0

一般正味財産額合計 5,089 4,881 208

（うち特定資産「充当額） 4,360 4,360 0

正味財産額合計 5,089 4,861 228

負債及び正味財産の合計 5,291 4,905 386

正味財産増減計算書
単位：千円

項　目 当年度 前年度 増減

経
常
増
減
の
部

経
常
収
入

会費収入 6,195 6,030 165
受取利息 1 1 0
雑収入 1,008 997 11
補助金収入 5,614 6,300 ▲ 686
受講料収入 5,412 6,184 ▲ 772
経常収入計 18,230 19,512 ▲ 1,282

経
常
費
用

一般事業費 1,619 1,476 143
情報交流事業費 992 486 506
普及啓発事業費 404 435 ▲ 31
人材育成事業費 10,789 10,400 389
事務局費 4,218 6,078 ▲ 1,860
経常費用計 18,022 18,875 ▲ 853

当期経常増減額 208 637 ▲ 429
経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 208 637 ▲ 429
期首一般正味財産残高 4,881 4,244 637
期末一般正味財産残高 5,089 4,881 208
指定正味財産残高 0 0 0
正味財産期末残高 5,089 4,881 208
※経常外収入及び経常外費用に計上すべきものはなく、指定正味財産に
計上すべき資産もない。

【決算に関する財務諸表】
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２．主な調査結果
　（1）売上高

売上額は、前年比16.9％増加の289億円と大幅に増加
した。この中には、県外本社企業で新たな基準で売上を
報告したものが9社あり、この影響を除外しても、5.2％
増加の260億円となる。6月までの決算が過半であるこ
と、またシステム保守管理が業務の主要部分であること
から、コロナ禍の影響には特筆すべきものはない。

　（2）利益
利益は、19.0％増加の17億円となった。県外本社企業

の新基準に基づく新たな報告分を除いても、12.2％増加
の16億円となる。

　（3）IT従事者数
県内IT事業従事者は、5.4％83人増の1608人となった。

増加数は昨年度の増加数とほぼ同数。83人の増加のうち
県内本社企業で73人増加、県外本社企業で10人の増加と
なっている。なお、県内従事者20～30人規模の企業での
増加が顕著でありこのカテゴリーで73人の増加となって
いる。

　（4）人材不足感
調査に応じたIT企業が不足と感じる技術者は、システ

ムエンジニア125人、プログラマー117人の計242人である。
不足を感ずる企業の割合はやや低下し始めており、県

内本社企業の不足感の緩和傾向が特徴である。

　（5）Ruby関連
Rubyエンジニア数は426人で22人の減少となった。

Rubyアソシエーション（RA）認定技術者も、15人減少
の293人であった。Ruby開発件数、開発売上高ともに前
年に比し、減少してきており、IT企業におけるRubyの相
対的位置がやや低下してきているのではないかというこ
とが窺える。

今年度の実態調査がこのほどまとまりました。結果は次のとおりです。

１．調 査 対 象	 協会会員社及びソフトビジネス研究会会員社等
有効回答社　79社（非ITを含めた全回答社81社）
売上に関する有効回答社61社、経常利益に関する有効回答社54社

2020ソフト系IT企業実態調査速報
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関係者への実態調査結果の報告
9 月 9 日吉岡会長・井上副会長がIT事業実態調査結果を丸山島根県知事に報

告をしました。席上丸山知事は、コロナ禍のなかでIT業界が果たす役割に関心を
しめされました。IT産業振興のための一層の支援と、人材供給の観点から教育
におけるIT教育の充実強化を訴えたことに関し、知事は、今後ともスピーディ
な施策展開に努めると応えられました。
9月11日には、同じく吉岡会長と井上副会長が松浦松江市長を訪問し、松江

圏域分の報告をしました。松浦市長は、Rubyの相対的位置が若干低下している
ことに関心を示されました。これについて、井上副会長から、Rubyはもとも
とネット・クラウドの下に育ってきたので、今後とも支援を得ながら、With
CORONA、After CORONAに対応して行きたいと述べました。松江市長訪問
後、吉岡会長は、島根県議会農水商工議員連盟の会合に出席、実態調査結果
の概要を報告しました。
今後、その他の市長に対して、実態調査報告及び支援要請を行う予定です。

No コース名 開講
期間 社 受講

者数

1 AWS　経営者向け
─国内のお客様事例に学ぶクラウドビジネスの動向 5月 12社 26名

2 AWS　セールス・マーケティング向け
─国内のお客様事例に学ぶクラウド活用 5月 10社 24名

3 AWS　Technical　Essentials1 5月 3社 6名

4 AWS　Technical　Essentials2 5月 3社 3名

5 AWS　エンジニア（初級編）
─クラウドサービスの考え方と学び方 5月 12社 40名

6 AWS　エンジニア（中級編）
─AWSによるサーバレスアーキテクチャの利点 5月 12社 36名

7 AWS　Technical　Essentials1 6月 1社 1名

8 AWS　Technical　Essentials2 6月 1社 1名

9 プロジェクトマネジメントの基礎 6月 4社 7名

10 アプリ開発者のための、Dockerで学ぶコンテナ仮想化入門 7月 2社 2名

11 データベース基礎 7月 中止

12 データベース設計（基礎編） 7月 2社 3名

13 AWS　経営者向け.セールスマーケティング─国内のお客様事例に学ぶクラウド活用 8月 5社 25名

14 AWS　エンジニア（初級編）─クラウドサービスの考え方と学び方 8月 7社 45名

15 AWS　エンジニア（中級編）─AWSによるサーバレスアーキテクチャの利点 8月 7社 42名

16 AWS　エンジニア（中級編）─AWSによるMLサービスの活用 8月 8社 36名

17 若手社員のためのビジネスリーダー考動実践入門〜自らの方向性を創り成果につなげる〜 8月 中止

No コース名 開講
期間 社 受講

者数

18 プロジェクトリーダーのための心理学〜基礎編〜 8月 2社 6名

19 ビジネス分析のための統計学入門 8月 2社 3名

20 アジャイル開発　はじめの一歩 9月 2社 3名

21 業務分析設計概説〜システム開発における要件定義のまとめ方〜 9月 中止

22 プロジェクトリーダーのための心理学〜実践編〜 10月

23 コンサルティングスキル養成〜分析力／仮説思考編〜 10月

24 Microsoft　Azure入門 10月

25 プロジェクト計画 10月

26 クラウドマスト時代におけるクラウド基礎〜オンプレミスからクラウドへの変革〜 11月

27 信頼されるSEに求められる問題解決スキル 11月

28 ネットワークの基礎 11月

29 プロジェクトマネジメント疑似体験ワークショップ 11月

30 プロジェクトマネジメント技法の実践〜品質分析、進捗分析、対策編〜 12月

31 スクラム研修〜アジャイル開発のチームマネジメント〜 12月

32 プロジェクトリーダーのための戦略的交渉術　〜交渉戦略の立案と実践スキル〜 12月

計 （講座数
32講座）309名

※※区分欄背景色がピンクのものが実施済のもの、講座名背景色黄色は、FLMによる
オンライン型集合研修、講座名背景色空色はAWSジャパンによるオンライン講座。

令和 2 年度の人材研修事業は集合研修形式で当初20講座を計画しましたが、新型コロナウイルス感染防止の徹令和 2 年度の人材研修事業は集合研修形式で当初20講座を計画しましたが、新型コロナウイルス感染防止の徹令和 2 年度の人材研修事業は集合研修形式で当初20講座を計画しましたが、新型コロナウイルス感染防止の徹
底を期すため、主としてオンライン研修で実施可能なものとすることに変更しました。またAWSジャパンから無底を期すため、主としてオンライン研修で実施可能なものとすることに変更しました。またAWSジャパンから無底を期すため、主としてオンライン研修で実施可能なものとすることに変更しました。またAWSジャパンから無
料のオンライン講座実施の申し出があり、これにも取り組むことにしました。この間、知的財産権保護の観点か料のオンライン講座実施の申し出があり、これにも取り組むことにしました。この間、知的財産権保護の観点か料のオンライン講座実施の申し出があり、これにも取り組むことにしました。この間、知的財産権保護の観点か
ら協会主催ではできなかったAWS Essentialsについて、FLMのオンライン研修で研修機会を確保できることがら協会主催ではできなかったAWS Essentialsについて、FLMのオンライン研修で研修機会を確保できることがら協会主催ではできなかったAWS Essentialsについて、FLMのオンライン研修で研修機会を確保できることが
わかり、急遽研修を開催しました。

想定外のコロナ禍とはいえ、当初計画が大幅に変更となり、受講予定されていた方々には大変なご迷惑をおか想定外のコロナ禍とはいえ、当初計画が大幅に変更となり、受講予定されていた方々には大変なご迷惑をおか想定外のコロナ禍とはいえ、当初計画が大幅に変更となり、受講予定されていた方々には大変なご迷惑をおか
けしました。紙上を借りてここにお詫び申し上げます。協会としては、研修機会確保に可能な限り、最大限取りけしました。紙上を借りてここにお詫び申し上げます。協会としては、研修機会確保に可能な限り、最大限取りけしました。紙上を借りてここにお詫び申し上げます。協会としては、研修機会確保に可能な限り、最大限取り
組むということを念頭に今後とも対応して参ります。後期研修受講を含め、よろしくお願い申し上げます。組むということを念頭に今後とも対応して参ります。後期研修受講を含め、よろしくお願い申し上げます。組むということを念頭に今後とも対応して参ります。後期研修受講を含め、よろしくお願い申し上げます。

令和２年度　しまねIT産業人材育成事業　研修実績
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一般社団法人島根県情報産業協会会員名簿� 2020.10現在

会　　社　　名 役 職 名 代 表 者 住　　所 電　　話

【
正
会
員
】（
正
会
員
64
社
）

㈱アイ・コミュニケーション 代 表 取 締 役 目次　真司 松江市北陵町46-4 0852-28-1001
㈱アイテック 代 表 取 締 役 宮川　則男 松江市学園1丁目7番30号 0852-24-5220
㈱アイティープロデュース 出雲支店 代 表 取 締 役 糸原　賢二 出雲市駅南町2-3-1 エイコー駅南ビル3F 0853-25-8105
㈱アキュートシスコム 代 表 取 締 役 藤原　文幸 松江市乃白町334番地6 0852-31-9101
㈱アズム 代 表 取 締 役 岡田　修門 東京都港区南青山2-2-15 ウィン青山2F 03-5413-5411
㈱アバンセ 代 表 取 締 役 福間　　英 松江市学園南1丁目15番 10-403号 0852-26-3255
㈱イーウェル 松江オペレーションセンター サービス運営本部本部長 間瀬　正典 松江市玉湯町布志名767-31 0852-60-0511
㈱イーグリッド 代 表 取 締 役 小村　淳浩 出雲市江田町40番地 0853-20-2820
出雲ケーブルビジョン㈱ 代 表 取 締 役 今岡余一良 出雲市塩冶町1291-24 0853-21-9811
㈱イード 代 表 取 締 役 宮川　　洋 松江市津田町305番地 Tsuda-choBldg3階 0852-67-6685
㈱イプシロンソフトウェア 代 表 取 締 役 渡部　晋司 松江市白潟本町13-4 大樹生命松江ビル2F 0852-21-0503
㈱ｅーＦｒｏｎｔ 島 根 支 社 長 佐々木大輔 浜田市後野町779-2 0855-25-5890
㈱エイム・ソフト 代表取締役社長 中川　博貴 東京都港区南青山6-7-2 VORT南青山1（3階）03-6826-1235
エクスウェア㈱ 代 表 取 締 役 滝本　賀年 松江市朝日町498番地 松江センタービル7F 0852-78-0375
㈱エスティック 代表取締役社長 中筋　雄三 出雲市白枝町607-6 0853-22-8140
㈱エネルギア・コミュニケーションズ島根支店 支 店 長 今岡　和範 松江市学園南一丁目2番1号くにびきメッセ5F 0852-22-9881
エフ・エスソフトウェア開発㈱ 島根開発センター 代 表 取 締 役 髙野　正己 松江市黒田町433-1 ムーランルージュ1階 0852-67-1997
㈱オネスト ○○理○代表取締役社長 石碕　修二 松江市東出雲町意宇南6-3-1 0852-67-6175
㈱オプティマ ビジネスソリューション統括部長 梶谷　伸二 松江市北陵町1番地　レンタルオフィスF 03-3493-8800
ガリレオスコープ㈱ 代 表 取 締 役 藤堂　五紀 松江市薦津町159 03-6809-5733
協和通信工業㈱ 代表取締役社長 河原　　厚 松江市平成町182-37 0852-23-8650
小松電機産業㈱ 代 表 取 締 役 小松　昭夫 松江市乃木福富町735-188 湖南テクノパーク内 050-3161-2490
㈱コンピュータ・コンサルタント 代 表 取 締 役 佐々木　進 浜田市朝日町70-5 アサヒセカンドビル2F 0855-23-5214
サイバートラスト㈱ 代表取締役社長 眞柄　泰利 松江市北陵町1番地テクノアークしまね南館C 03-6234-3800
山陰ケーブルビジョン㈱ 代表取締役社長 石原俊太郎 松江市学園1丁目2番27号 0852-23-2522
山陰中央テレビジョン放送㈱ ○○理○代表取締役社長 田部長右衛門 松江市向島町140番1 0852-20-8888
㈱シーエスエー ○○理○代表取締役社長 和田　正志 出雲市今市町396-3 0853-22-4114
㈱CMC Solutions 取 締 役 原田　淳一 松江市北陵町46番1 0852-21-0525
㈱ジェットシステム 代表取締役社長 木村　和弘 松江市学園南1丁目15番10号 0852-27-3930
㈱システム工房エム 代 表 取 締 役 持田　朝子 松江市西津田3丁目2-3 0852-23-8590
㈱システムズアイ 代 表 取 締 役 中村　　治 益田市あけぼの西町9-18 日商ビル2階 050-3775-2130
㈱システムデザイン・アクティ 代 表 取 締 役 石本　光史 松江市浜乃木7丁目9番7号 0852-31-1670
㈱島根情報処理センター ○○理○代表取締役社長 北村　　功 出雲市今市町321-3 0853-21-4674
島根電工㈱ 代表取締役社長 荒木　恭司 松江市東本町5-63 0852-26-2833
㈱スマートスタイル 代 表 取 締 役 野津　和也 東京都千代田区大手町2-6-2 03-6872-6028
セコム山陰㈱ 代表取締役社長 浅中　靖作 松江市北陵町34番地 0852-23-6000
㈱セントラル情報センター島根営業所 取 締 役 宮川　幸雄 松江市朝日町477-17 松江SUNビル8階 0852-23-1520
㈱ダイヤコンピュータサービス システム事業統括部 高島　　順 松江市東出雲町下意東1508番地 0852-52-5506
㈱谷口印刷 代表取締役会長 谷口　博則 松江市東長江町902番59 0852-36-5888
ティーエスケイ情報システム㈱ 代表取締役社長 舟木　　透 松江市学園南2丁目10番14号タイムプラザビル3階 0852-27-6061
㈱ティーエム２１ 代表取締役社長 阿部　　勝 松江市北陵町52-2 ゆめっくす北陵14号室 0852-60-6810
㈱テクノプロジェクト ○○理○取 締 役 会 長 吉岡　　宏 松江市学園南2丁目10番14号タイムプラザビル 0852-32-1140
テラテクノロジー㈱ ○○理○代 表 取 締 役 宮本　一成 松江市菅田町180 アイウォーク菅田ビル304号室 0852-69-3001
㈱ドコモＣＳ中国 島根支店 支 店 長 中川　　崇 松江市東朝日町88-1ドコモ島根ビル 0852-25-9501
日海通信工業㈱ 松江支店 取 締 役 本常　賢一 松江市古志原3丁目12番31号 0852-26-2255
日本システム開発㈱ 代表取締役社長 伊藤　健文 松江市松江市朝日町480番地8 松江SKYビル3F 0852-28-7175
㈱日本ハイソフト ○○理○代 表 取 締 役 杉原　　悟 出雲市西新町1丁目2548-7 0853-23-0098
㈱ネットワーク応用通信研究所 ○○理○代 表 取 締 役 井上　　浩 松江市学園南2丁目12番5号 HOYOパークサイドビル2F 0852-28-9280
㈱バイタルリード 代 表 取 締 役 森山　昌幸 出雲市荻杼町274番地2 0853-22-9690
㈱浜田コンピュータシステム 代表取締役社長 井上　公明 浜田市下府町327-85 0855-22-2020
㈱日立インフォメーションエンジニアリング 松江事業所長 中本　一成 松江市朝日町498-6 日立製作所山陰支店内4F 080-3017-6723
㈱ヒューマンシステム 代 表 取 締 役 伊藤　恵美 松江市北陵町46-7 0852-60-5767
㈲ヒューマンネット 代 表 取 締 役 井上　　敏 松江市南田町130-1 フォートビル3F 0852-31-2066

（特定非営利活動法人）プロジェクトゆうあい 代 表 理 事 田中　隆一 松江市北掘町35-14 0852-32-8645
㈱プロビズモ ○○理○代表取締役専務 女鹿田晃和 出雲市駅南町2-4-15 0853-25-0018
㈱ペンタスネット ○○理○代 表 取 締 役 福光　　靖 松江市北陵町43番地 0852-20-7200
㈱マイメディア 代 表 取 締 役 秀浦　実晴 益田市下本郷町56番地1 0856-22-4175
㈱マース 代 表 取 締 役 杉原　成也 松江市北堀町335 0852-20-2577
㈱松江情報センター ○○監○代表取締役社長 中島　一衛 松江市母衣町180番地20 0852-22-8811
㈱マツケイ ○○理○相 談 役 佐藤　寿行 松江市乃木福富町735-211 湖南テクノパーク内 0852-32-1616
㈱ミック ○○理○代表取締役社長 宮脇　和秀 松江市学園南2丁目10番14号タイムプラザビル 0852-27-0329
㈱モンスター・ラボ 島根開発拠点 代表取締役社長 鮄川　宏樹 松江市白瀉本町33 出雲ビル2F 0852-67-3860
㈱八雲ソフトウェア 代表取締役社長 松本　隆義 松江市朝日町478-18 松江テルサ別館2階 03-6265-6824
和幸情報システム㈱ 代表取締役社長 山下　剛史 松江市伊勢宮町560番地 0852-24-4471

【
賛
助
会
員
】（
賛
助
会
員
17
社
）

㈱アイル 本 部 長 上田　英知 松江市殿町201 0852-61-9115
出雲コアカレッジ 校 長 山岡雄一郎 出雲市斐川町富村1000-8 0853-72-2500
㈱インターネットイニシアティブ 中四国支店 支 店 長 竹政　幸洋 広島市中区銀山町3-1 ひろしまハイビル215F 082-543-6581
㈱ケー・エス・イー 代表取締役会長 景山　　守 東京都千代田区神田小川町3-8 神田駿河台ビル3F 03-3518-0033
㈱コア 山陰技術センター 中四国カンパニー社長 横山　浩二 松江市殿町111番地 山陰放送第一生命共同ビル5F 0852-33-7211
㈱コミクリ 松江オフィス 専 務 取 締 役 田島　　享 松江市朝日町498 松江センタービル8F 0852-27-5672
㈱山陰合同銀行 システム部長 広戸　道成 松江市袖師町6番10号 0852-25-2001
㈱島根銀行 業務管理グループ 部長 小川　隆浩 松江市朝日町484-19 0852-24-1237
ダイワボウ情報システム㈱ 松江支店 支 店 長 白柳　晃男 松江市朝日町498-6 松江駅前第一ビル3F 0852-27-1621
西日本電信電話㈱島根支店 ビジネス営業部長 足立　　亘 松江市東朝日町102 0852-20-7686
日本電気㈱山陰支店 支 店 長 宮尾　修二 鳥取県米子市東町171 米子第一生命ビル4F 0859-38-9090
㈱パソナテック島根Lab マネージャー 田窪　大樹 松江市朝日町498 松江センタービル9F 050-2018-2169
㈱日立システムズ 山陰営業所 営 業 所 長 林　英二郎 松江市御手船場町551 ニッセイ松江ビル4F 0852-24-1021
㈱日立製作所 中国支社 山陰支店 支 店 長 増田　　健 松江市朝日町498-6 0852-26-7366
フェンリル㈱ 執行役員 島根支社長 高木　健次 大阪市北区大深町3-1 グランフロント大阪タワーB14F 06-6377-7606
富士通㈱ 山陰支社 山 陰 支 社 長 艸葉美市博 松江市学園南2丁目10番14号タイムプラザビル 0852-24-6624
専門学校 松江総合ビジネスカレッジ 校 長 坪内　浩一 松江市東朝日町74 0852-26-8000

○○理○：理事
○○監○：監事
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テラテクノロジー株式会社
〒170-0013 東京都豊島区東池袋3-4-3
代表取締役　宮本　一成
TEL 03-5979-7173

株式会社
イプシロンソフトウエア

〒690-0061 松江市白潟本町13-4
代表取締役　渡部　晋司
TEL 0852-21-0503
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当社は総務省や厚生労働省などの公共システムや、緊急地震速報な

ど社会性の高いシステム開発を、要件定義、設計、開発、保守、運用

まで一貫して携わっています。

1991年設立（本社東京）の当社は、島根県がRubyを中心にIT産業

に力を入れていることと、代表取締役が島根県出身という縁があり、

2014年に松江R&Dセンターを開設しました。

松江R&Dセンターでは、島根の働きやすい環境のもとで、東京の

最先端技術に触れてシステム開発ができるニアショア体制を確

立。社員は、東京本社と同じ給与体系で、比較的自由度の高い

環境で働いています。

今後は、新技術の開発（IoT、AI、ビッグデータ、ブロック

チェーン）やクラウド移行業務等を行います。高い技術力と熱

意ある姿勢で良いシステムを作り、お客様や社会に使っていた

だく。それをもって世の中の貢献することを努めてまいります。

株式会社イプシロンソフトウェアは2016年 6月 1日に設立

しました。創業以来、自社開発ゲーム「Pizzaverse」の作成や、

受託開発事業として、ゲーム・コンピューター・スマートフォ

ン向けのソフトウェア開発・Webシステムの開発などを行って

いる会社です。「コンピューターでもっと楽しい毎日を」をス

ローガンに、使っていて幸せになれるようなソフトウェア開発

を目指しております。また、エンドユーザー様の個人情報や取引先企業様の機密情報の適切な保持こそが最重要

経営課題と位置づけており、ISO/IEC	27001:2013を取得しました。弊

社はよい意味で「何でもアリ」の会社です。プログラミング言語も様々

なら、開発するソフトウェアも多種多様。健康系のアプリがあったり、

金融関係のシステムがあったり、分野も幅広いため「コレだけをやる」

ということがありません。来春には弊社初の新卒メンバーを迎えます。

更なる飛躍を目指して、皆様が「楽しい毎日」になるような開発を続け

てまいります。


